
 

植物苗字の分類と地域分布に関する統計分析�
塚常�健太・黒川�茂莉（株式会社 ����総合研究所）�

�
日本の苗字はその由来と地域性の点で多様性があり，由来に関する文献学的研究および地域性に関する統
計学的研究が行われてきた．しかしながら，苗字の由来を考慮した定量的分析を行っている研究は少ない．
本論文では，苗字の由来に関連すると考えられる植物の名前が含まれる苗字（植物苗字）に着目し，その統
計学的分析を行う．電話帳に基づく苗字統計の���サイトより収集した上位�万位の苗字データを用い，漢
字辞典を基に植物苗字の分類を行った．その結果得られた�����種の植物苗字を対象とし，非植物苗字との
比較も行いながら地域的な偏りに関する統計的傾向を明らかにした．さらに，その地域的偏りの要因をマル
チレベル分析により分析し，植生分布が正の影響を及ぼすことなどが分かった．�
�
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１．まえがき�
かつての日本の苗字研究は，歴史上の身分・
職階制度や家族制度の変遷を踏まえながら，苗
字の発生過程と由来を記述し，分類を行う文献
学的な研究が中心であった．しかし，����年代
以降はデータ解析に基づく統計学的な研究も進
んできている．例えば，苗字頻度（軒数）と冪
乗則との関係性など，統計的性質を解析した研
究がおこなわれている�����．また，苗字と地域
との関わりに着目した研究としては，日本の苗
字マップの作成���，苗字ごとの地域的偏在性を
数値化した研究���� ��，各地域の苗字データを基
に人々の移住パターンを推定する研究����などが
挙げられる．�
以上のように� 統計的手法を用いた既存研究
では，苗字の軒数の統計的性質に加え，その地
域ごとの差異に関する知見が蓄積されてきた．
しかし，苗字の由来をも考慮した上で定量的分
析を行っている研究は少ない．文献学的な苗字
研究の成果として，由来の分類では地名由来の
苗字が最も多いことが知られているが，苗字に
含まれる語彙，例えば植物（の名前）も由来に
関係すると考えられている����．����では「苗字
の由来となった植物は，屋敷内に植えられ，家
の象徴になっていたとされている．」と指摘され
ている．�
そこで本論文では，統計的分析に反映させる
ことが比較的容易であり，かつ苗字の由来を示

す語彙の代表例として，植物の名前に着目する．
植物名が含まれる苗字を「植物苗字」と定義し，
その地域分布の特徴，さらに分布に対する影響
要因について分析を行う．まず軒数上位�万位の
苗字のリストを，電話帳に基づく苗字統計の
��� サイトより収集し，各苗字について漢字辞
典を参照し，植物苗字の分類を行う．次に，各
苗字の軒数を関連 ��� サイトより収集し，この
データを基に，植物苗字の地域的偏りと影響要
因の分析を行う（その都度，非植物苗字の分析
結果とも比較する）．�
以降，�章では収集した苗字データの内容，�
章では基礎統計と地域的偏りの集計結果，�章で
は植物苗字の地域的偏りに対する統計モデルの
分析，�章ではまとめを示す．�
�
�
２．データの内容�
本論文では，以下�種類の電話帳を基に作成さ
れた苗字統計に関する���サイトを利用した．�
�
���上位�万位の苗字とその読み仮名，軒数をラン
キング形式で掲載している「全国の苗字（名字）」
���� （以降，このサイトから取得したデータを
「須﨑データ」と略）�
 
���任意の苗字の軒数を自治体別に検索できる
���サイト「写録宝夢巣」����（以降，このサイ
トから取得したデータを「写録データ」と略）�
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まず須﨑データを使用し，このランキングに
掲載されている範囲の苗字を分析対象とした
（下位の同率順位を含むため全部で������種）．
次に，写録データのうち，前述の上位�万位の各
苗字の��都道府県別軒数を使用した．�
苗字が植物苗字であるか否かは，植物が由来
の漢字・熟語を各苗字が含むかに基づいて判定
した．判定の典拠として，漢字の字義解説の中
で植物の分類学的記述（「～科の落葉植物」など）
を含んでいる漢字辞典����を利用した．辞典にお
いて掲載された漢字・熟語の語義が「木」「草」
などの単なる植物一般や，「枝」「根」などの部
位，「藪」「朽」などの状態，「笠」「蔀」などの
加工品ではなく，「松（マツ）」「漆（ウルシ）」
など特定の植物種を指している場合のみ，それ
を含む苗字を植物苗字と定義した．�
また別の留意点として，漢字の字義について
は，漢字自体の成り立ち，および中国における
意味が日本で通用している意味内容と異なる場
合もある．植物とは異なる地名・道具などの名
称を指す場合（例えば「漆」は中国・陝西省の
川の名を指す），また植物ではあっても日本とは
異なる種類のものを指していたところに，日本
独自に別の植物の名称としても定着した場合
（例えば「楓」は今日カエデを指す場合が多い
が，元々はカツラを指していた）などが挙げら
れる．しかし，日本の苗字にその漢字が採用さ
れる過程では，日本での通例の用法が前提にな
っていると類推される．そこで，辞典で説明さ
れている字義に植物名（日本独自の場合を含む）
があり，それに対応する漢字と読み仮名が共に
苗字に含まれている場合は，植物苗字と判定し
た．�
次に，植物苗字の都道府県ごとの分布に影響
を及ぼしていると考えられる要因（変数）を検
討し，対応するデータの収集を ��� 上および書
籍から行った．苗字の大半が明治時代以前に出
現したという時系列を考慮すれば，本来は遡れ
る限り過去のデータを使用すべきであるが，入
手困難なものも多い．そこで今回はベースライ
ンとして，須﨑データおよび写録データと同時
期である����年代以降のデータを使用した（地
名や過去の人口分布も含め時系列を考慮した分
析は今後の課題である）．採用したデータの内容
については，統計モデルの説明と共に後述する．�
�
�
３．基礎統計�
３－１．植物種に関する集計結果  
 ������種の苗字のうち，前述の基準で判定を
行い，手作業で集計した結果，�����種（�����
）
が植物苗字であった．また，出現した植物種の
数は��種類となった（ただし，須﨑データに従
い，異体字・旧字なども別種として計上してい
る）．出現した植物名を以下に示す．尾花，李，�

桑，栗，梨，朴，杠，杉，松，枦，柿，柘植，
柏，柚，柳，栁，栂，栃，柾，桜，桧，桂，桃，
桐，梅，栢，梛，梶，椎，椋，椙，椛，椿，楠，
楳，楓，楡，楢，榎，樺，榛，槙，槇，榊，槻，
樅，樗，樫，橘，檜，檀，櫻，漆，瓜，百合，
稗，稲，竹，笹，篠，粟，綿，胡桃，芝，芹，
芦，茅，荏，茶，荻，菅，菊，菰，菖蒲，菱，
葛，萱，萩，蒜，蒲，蓮，蔦，蓬，蓼，蕨，蕪，
薄，藤，藍，蘭，藺，豆，韮，麦，麻，以上で
ある．�
 なお，植物苗字の候補であったが，最終的に
除外したものも存在する．採用基準で植物種か
否かの判定が困難な場合，例外的に須﨑データ
の読み方を参考とした．例えば，「薄」という漢
字については「薄」姓に「うすい」などの他に
「すすき」という読み仮名があるので採用して
いるが，「薄衣（うすぎぬ）」姓の読みはススキ
という植物を示しているとは見なしがたいため，
こちらの苗字は採用していない．�
 また，須﨑データのランキングに登場する苗
字の中で，中国大陸・朝鮮半島の苗字としても
メジャーであるものは，日本の植生分布と対応
させて由来を説明することが困難であるため，
この後の集計・分析からは除外することとした．
漢字の「李」は植物種としてはスモモと見なせ
るが，「李」姓を除外となるため，後の集計から
は除いている（同様の理由で「朴」姓も後の集
計からは除外したが，「朴木」姓が別に存在する
ため，「朴」の字は残っている）．�
 なお，須﨑データに含まれるものの，��
 外字
であったり，異体字を含む一部の苗字は写録デ
ータに含まれていないことが判明した．従って，�
「栁」という漢字も後の分析からは除外となる
ほか，個別に「髙松」などの苗字も除外となり，
最終的に集計・分析に使用するのは植物種��種，
苗字種�����種となった．�
�

表��苗字ランキング上位の例�

 
�
次に，採用した植物苗字を対象に基礎的統計

順位 苗字     軒数 苗字     軒数  全体順位

� 佐藤 ������� 佐藤 ������� �
� 鈴木 ������� 伊藤 ������� �
� 高橋 ������� 加藤 ������� ��
� 田中 ������� 松本 ������� ��
� 渡辺 ������� 斎藤 ������� ��
� 伊藤 ������� 藤田 ������ ��
� 山本 ������� 後藤 ������ ��
� 中村 ������� 近藤 ������ ��
� 小林 ������� 遠藤 ������ ��
�� 加藤 ������� 藤井 ������ ��

全ての苗字 植物苗字
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を行った．全ての苗字と植物苗字の上位��位を
比較すると，植物苗字の上位で「藤」を含むも
のが�種類を占めていた（表�）．さらに，植物種
ごとの苗字の種類数，苗字が占める総軒数（須
﨑データの軒数），苗字の平均軒数をそれぞれ算
出し，上位��位までを棒グラフで示した（図��
�）．これを見ると，すべてのグラフで「藤」が
他を引き離す高値を示している一方，種類数で
は最下位（�種類のみ）であった「柘植」が平均
軒数では�位となるなど，同一植物種内部での苗
字の軒数に，様々な偏在性が含まれることを示
唆する結果となった．なお，僅かながら「藤松」
「松竹」など二種類の植物種を含有する苗字も
確認された（全部で�種）．�
�

図��植物別の苗字の種類数ランキング�
�

図��植物別の苗字の軒数ランキング�
�

 
図��植物別の苗字の平均軒数ランキング�

�
３－２．地域分布に関する集計結果  
次に，都道府県ごとの苗字の偏りについての
統計的特徴を示す．まず，須﨑ランキング上位�
万位の苗字のうち，前述の分類基準に従って植
物苗字（�����種）と非植物苗字（�����種）にデ

ータを区分し，それぞれで都道府県ごとの出現
軒数総計を比較した（図���）．地図上の分布を
比較すると，植物苗字と非植物苗字で類似した
傾向が見られるが，東北地方で植物苗字の方が
僅かに多いなど，細かい部分で差が存在した．
そこで，全ての苗字軒数に占める植物苗字軒数
の割合を都道府県ごとに計算し，改めてマッピ
ングした（図�）．その結果，植物苗字が集中す
る地域とそうでない地域が顕在化した．特に秋
田県・山形県など東北地方で植物苗字が集中し
ている一方，西日本では全体的に植物苗字の割
合が低く，沖縄県では極めて低水準となってい
る．例外的に，大分県など，飛び地として植物
苗字の割合が高い県も見られる（秋田・山形で
は各県庁所在地で人口の数パーセントを「佐藤」
姓が占めること，九州地方でも例外的に大分で
「佐藤」「後藤」姓が多いことなど，「藤」の入
る苗字に特に依存している可能性がある）．�
�

�
図��都道府県別の苗字総軒数�

�
３－３．ジニ係数を用いた偏在性の計算結果�
次に，苗字ごとの分布の偏在性の高低を示す

指標として，ジニ係数（����� ��
�����
��）の計算
を行った．先行研究
�	では，苗字が地域ごとに
偏在している状況をジニ係数によって指標化し
ている．そこで本論文でも同様の指標を用いる．
まず，苗字それぞれについて��都道府県の分布
に関するジニ係数を計算した．具体的には，縦
軸に当該苗字の都道府県別軒数の累積割合，横
軸に全苗字（写録データ）の都道府県別軒数の
累積割合をとり傾きの小さい順に並べたローレ
ンツ曲線と均等配分を示す��度線の間の面積の�
倍を計算した．その結果を植物苗字と非植物苗
字に分け，散布図で表現したのが図�である（縦
軸が写録データに基づく苗字軒数，横軸がジニ
係数）．これを見ると，軒数が多い苗字ほどジニ
係数が小さく，偏在性が小さくなる傾向が見ら
れ，植物苗字とそれ以外とで大きな傾向は類似
しているように見受けられる．また，ジニ係数
の平均値を求めると，植物苗字の中での平均値
は� ����，非植物苗字では� ����であり，植物苗字
の方が小さく偏在性は大きいことが分かった
（�
���の �検定で ��������で有意差あり）．以上
より，軒数の分布に関し，植物苗字，非植物苗
字の�群に分けた場合でも，苗字ごとに見た場合
でも，差があるという結果を得た．�

�
��
��
��
��
���
���
���
���
���
���

藤 松 竹 柳 稲 杉 栗 笹 梅 菅 桑

（種類）

藤 松 竹 杉 菅 柳 菊 稲 栗 梅

（万軒）

藤 菅 菊 松 杉 桜 榊 篠 柘植 萩

（軒）
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県
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県
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県

秋
田
県

山
形
県

福
島
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木
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兵
庫
県
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県
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歌
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県

鳥
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県

島
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県

岡
山
県

広
島
県

山
口
県

徳
島
県

香
川
県

愛
媛
県

高
知
県

福
岡
県

佐
賀
県

長
崎
県

熊
本
県

大
分
県

宮
崎
県

鹿
児
島
県

沖
縄
県

�� ���
（万軒）
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�
図��都道府県別の植物苗字の出現軒数�

�

�
図��都道府県別の非植物苗字の出現軒数�

�

�
図��都道府県別の植物苗字の出現割合�

�
最後に，偏在性の高い苗字と低い苗字を，植
物・非植物それぞれで例として表�に示す（なお，
非植物でジニ係数が最大値（� ����）であった
「喜屋」は，須﨑データと写録データとで軒数
の乖離が大きかったため，外れ値としてこの表
からは除外した）．これを見ると，典型的に沖縄
発祥，かつ沖縄県でのみ見られることの多い苗
字が上位を占めている．�
�

 
図��ジニ係数の散布図�

�
表��偏在性（ジニ係数）上位と下位の苗字�

�
�
�
４．植物苗字の地域的偏りの統計モデル�
４－１．説明変数に関するデータ収集�
以下では，植物苗字の地域的偏りの要因を分
析する．最初に，苗字の分布に影響すると想定
される説明変数とそのデータ源，分析に向けた
加工のプロセスを合わせて説明する．�
まず，直接植物とは関係ないが，コントロー
ル要因として都道府県別の世帯数と固定電話加
入率を採用した．絶対的な都道府県別人口の偏
りを補正するため，最新の住民基本台帳の都道
府県別総世帯数（����年�月�日時点）を�����を
使用した（説明変数として使用する際には，対
数変換を前処理として行った）．また，主に今回
使用している苗字データ����� ���は電話帳が基と
なっているが，����年現在では固定電話加入率
が減少傾向にあると考えられ，しかも都市部ほ
どそれが顕著であると推測される．そこで�����
���より最新の都道府県別の固定電話加入件数
（それぞれ����年�月��日時点）を引用し，先述
の世帯数で除して固定電話加入率を計算した．�
次に，植物に関係する要因として，都道府県

姓 Gini 順位 軒数 姓 Gini 順位 軒数
粟国 ���� ���� ��� 与古田 ���� ���� ���
荻堂 ���� ���� ��� 仲村渠 ���� ���� ���
稲嶺 ���� ���� ��� 辺土名 ���� ���� ���
松堂 ���� ���� ��� 饒平名 ���� ���� ���
稲福 ���� ���� ��� 根路銘 ���� ���� ���
竹田 ���� ��� ����� 石田 ���� �� �����
上杉 ���� ��� ���� 吉田 ���� �� ������
松本 ���� �� ������ 中山 ���� �� �����
藤田 ���� �� ����� 池田 ���� �� �����
松田 ���� �� ����� 中村 ���� � ������

植物 非植物

下
位

上
位

(万軒) 

(万軒) 
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ごとの農業の隆盛度，さらに植物それ自体の繁
茂度が影響すると推測されるため，前者につい
ては����より都道府県別農家数（����年�月�日時
点）を引用して世帯数で除した都道府県別農家
割合を計算し，後者については����より都道府県
別森林率（����年�月��日時点）を用いた．�
また，各地域の植生分布は地理的条件（気候，
温度など）にも左右されると考えられるため，
それらを代表する変数として����より，都道府県
庁所在地の緯度・経度・標高を引用した（緯
度・経度については十進法に換算）．�
 さらに，個々の植物の種類によっても日本全
国で分布している地域が異なっており，その地
域差が植物苗字軒数の地域差とも相関している
ことが予想される．そこで，植物種に対応する
漢字と各都道府県との関係性を表す，植生分布
の変数を作成した．まず，植生分布を都道府県
単位で説明している大型の図鑑�������（シダ植
物のワラビ科のみ����）の記述を典拠として，漢
字が示している植物種ごとに��都道府県それぞ
れについて，その県に当該の植物が存在するか
否かを「�（ある）」／「�（ない）」の�値データ
に手作業で置き換えることとした．�つの漢字に
つき�種類以上，対応する植物種が存在する場合
はその和集合を計算し，�種でも植物が存在する
都道府県について「�」を割り振ることとした．�
なお，典拠となる文献の発行時期について，
漢和辞典����（����年代後半）と植物図鑑�������
（����年代後半）との間にタイムラグがあり，
この間の植物分類学の進展などの要因から，辞
書の記述と異なる系統への転換が行われている
種については，�������の記述を優先して判断に
用いた（例えば，����では「栃（トチ）」�トチ
ノキがトチノキ科となっているが，�������では
ムクロジ科トチノキ属トチノキとなっている）．�
 データの客観性を担保するため，極力例外規
則を設けず，以下の基準に応じて漢字に対する
植物種の紐づけを行った．�
�
��漢字が示す名称に対応する単独の種が存在す
る場合には，その単体の種の分布を採用した．
例えば，「蓬（ヨモギ）」はキク科ヨモギ属ヨモ
ギと対応づけた．�
�
��漢字の示す名称だけでは単体の種を特定でき
ないが，属名（または亜科名）までが特定可能
な場合には，その属（または亜科）に含まれて
いる種であり，かつ漢字の示す名称を含む種を
データとして採用した．例えば，「菊（キク）」
について，単独の「キク」という植物はないが，
キク科「キク」属という階層までは特定できる
ので，キク属に含まれており，種名にも「キク
（ギク）」と含まれる種を全て採用した．例えば，
キク属イワギクは採用したが，キク属イワイン
チンは種名を基準に除外した．なお，「椿（ツバ

キ）」のツバキ科ではツバキ属の他にヒメツバキ
属やナツツバキ属が存在するが，このような類
似の名称の属が存在する場合も，漢字と直接対
応するツバキ属のみを採用した．�
�
��属（または亜科）の階層でも特定できない場
合は，種名にその植物名が入っているものを採
用することとした．例えば，「蘭（ラン）」のラ
ン科では，「ラン属」というそのものを示す属名
（亜科名）が存在しない．このような場合，ラ
ン科カキラン属カキランなど，種名に「ラン」
と入っているものを全て採用した．なお，種名
を基準とするため，属名に「ラン」と入ってい
ないラン科エビネ属ツルランなども採用した．�
�

������������の双方の記述を照合し，体系的な
区別が不可能である場合のみ個別の対応を行っ
た．例えば，�������が野生植物を対象としてい
るため，作物品種として日本で人為的に普及し
た種類については，部分的に言及されるにとど
まっていたり（例えば「蕪」に対応するカブは
アブラナ科の概説の中でのみ言及されている），
そもそも言及自体がない場合（例えば「柚」に
当たるユズはミカン科の記述でも言及がなかっ
た）もある．このよう植物種については，��都
道府県全てに植生分布として「�」を割り振った
上で，別個に「作物品種ダミー」という変数を
作成することで対応した．また，「桐」は����の
分類学的記述の中ではアオギリ科と説明されて
いるが，実際には二種類の系統の植物を示して
いると考えられ，キリ科キリ属キリとアオギリ
科アオギリ属アオギリのいずれか一方に特定困
難であるため，両方を採用した．�
�
以上の分類基準に加え，����においてそもそも

複数の植物の系統が漢字の字義として記述され
ている漢字については，須﨑データで併記され
ている苗字ごとの読み仮名を参考にし，最低で
も一種類以上の苗字でその植物種に対応する読
み仮名が存在する場合にのみ，その植物種（の
系統）を採用した．例えば，「椛（カバ，モミ
ジ）」では，カバノキ科カバノキ属の植物群と，
ムクロジ科カエデ属の「モミジ」と名のつく植
物群，二種類の系統が対応する．須﨑データの
読み仮名では，「椛」という苗字に「カバ」「モ
ミジ」の両方が存在するため，このような場合
にはカバとモミジの両方を対応種とした．この
ような処理は例外的処理であるため，逆に須﨑
データでのみ出現するが����に存在しないような
読みの植物名は採用しなかった（例えば「高椋」
という苗字に「タカグス」という読み仮名が存
在するが，����では「椋」という字に「くす」の
読みがないため，「椋」に対してクスノキ科の植
物を採用しなかった）．�
 最後に，ある漢字の異体字や旧字体，また事
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実上同じ意味を表す別字（「杉」と「椙」，「梅」
と「楳」）については，全く同じ植物種を対応付
けた．以上のプロセスを経て，�������から延べ
���種の植物種を採用し，そこから和集合を計算
して植生分布の変数とした．�
 上記に加え，「藤松」など二種類の植物名を含
む苗字を区別するため「二種類ダミー」という
変数を作成した（この変数の必要性については
改めて次節で言及する）．�
�
４－２．マルチレベル分析 
以下では，都道府県ごとの苗字軒数を目的変
数として，それに影響を及ぼす要因を検証する
統計分析を行う．�
データ構造上，都道府県別の苗字軒数の分散
に対しては，複数の水準において影響要因が存
在すると考えられる．いずれの苗字種に由来す
るかという水準（二種類ダミー．作物品種ダミ
ーもここに含むことは可能），いずれの植物種
（漢字種）に由来するかという水準（作物品種
ダミー），いずれの都道府県に由来するかという
水準（�� 世帯数，固定電話加入率，農家率，森
林率，県庁緯度・経度・標高），およびいずれの
水準にも完全には包含されない水準（植生分布）
である．そこで，このような複数の水準からな
る説明変数の分散を適切に分析する統計モデル
として，マルチレベル分析（マルチレベルモデ
ル）����� ���を採用した．また，目的変数である
苗字軒数がカウントデータであり，かつ標本平
均よりも標本分散が大きくなる性質を持つこと
から，通常の線形モデルではなく，負の二項分
布を仮定したモデルを採用した．二種類の植物
種を含む苗字については，通常のマルチレベル
分析では一サンプルが同時に二つ以上のグルー
プに所属することを仮定できないため，機械的
に一つめの植物種を割り振った上で，ダミー変
数（二類ダミー含むことの効果を測定すること
とした（例えば「藤松」姓は「藤」グループに
所属となる）．�
今回はグループ変数（�������）として複数の
候補が考えられるため，各サンプル（苗字軒数
×��都道府県）の変数のうち都道府県，漢字種
（植物種），苗字種のそれぞれをグループ変数と
して定義した場合の二段階マルチレベル分析を
適用し，一段階の回帰分析の結果とも合わせて
情報量規準（�
��� �
�）を基に比較し，最も適
合度の高い分析結果を採用することとした．グ
ループ変数単位の分散を完全に分析に反映させ
るためには，都道府県と苗字種を別々のグルー
プ変数とする三段階マルチレベル分析の適用が
理想的である．しかし，使用するソフトウェア
（�
�	�� �����）では前述の負の二項分布を仮定
したマルチレベル分析を二段階までしか実行で
きないため，今回は三段階の分析を行わなかっ
た．�

なお，植生分布，作物ダミー，二種類ダミー
以外の変数は都道府県単位で値が決まるため，
非植物苗字のデータとも紐づけが可能である．
そこで以下では，共通の変数を使用し，対照群
として非植物苗字の軒数に対しても同様の分析
を行う．都道府県単位の変数群については，植
物苗字と非植物苗字で記述統計量および説明変
数間の相関係数は同じ値をとる．�
表�は分析に使用する変数（グループ変数を除

く）の記述統計量，表�はマルチレベル分析に使
用する説明変数間の相関係数である．都道府県
ごとに決まる変数群（�� 世帯数以下，県庁標高
までの�変数）は，植物種ごとに決まる二種類ダ
ミーおよび作物種ダミーとは独立（無相関）と
なっている．相関係数を見ると，都道府県に関
する変数同士では互いに高い相関が見られる．
このことに留意した上で，マルチレベル分析結
果を解釈する必要がある．�
�

表��使用変数の記述統計量�

 
�

表��説明変数間の相関係数�

 

���������
Mean 　 S.E. 　Max 　Min

軒数 ������ ������� ��������� ����
��世帯数 ������ ���� ������ ������

固定電話加入率 ���� ���� ���� ����
農家率 ���� ���� ���� ����
森林率 ���� ���� ���� ����
県庁緯度 ������ ����� ������ ������
県庁経度 ������� ����� ������� �������
県庁標高 ������ ������ ������� �����
植生分布 ���� ���� ����� ����
二種類 ���� ���� ����� ����
作物品種 ���� ���� ����� ����

����������
Mean 　 S.E. 　Max 　Min

軒数 ������ ������� ��������� ����
※ln世帯数から県庁標高までの記述統計量は植物苗字と同じ

　　　　　　　　　　植物

　　　　　　　　　非植物※

世帯 電話 農家 森林 緯度
世帯
電話 ����� ���
農家 ����� ��� ���� ���
森林 ����� ��� ���� ��� ���� ���
緯度 ���� ��� ���� ��� ���� ��� ���� ���
経度 ���� ��� ����� ��� ���� ��� ����� ��� ���� ���
県庁 ����� ��� ���� ��� ���� ��� ���� ��� ���� ���
植生 ����� ���� ��� ���� ��� ���� ��� ���� ���
二種 ���� ���� ���� ���� ����
作物 ���� ���� ���� ���� ����

経度 標高 植生 二種 作物
世帯
電話
農家
森林
緯度
経度
県庁 ���� ���
植生 ���� ��� ���� ��
二種 ���� ���� ���� �
作物 ���� ���� ���� ��� ����� ���
�����
 �����������
 ���������
 ������­��
 ����
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以下では，マルチレベル分析本体に入る．二
段階の分析を行う際，グループ変数の水準
（�������）に対応する説明変数は集団平均，そ
れ以外（������）の説明変数は全体平均を用い
たセンタリングを行った．比較する通常の一段
階の回帰分析では，全ての説明変数で全体平均
によるセンタリングを実施した．�
マルチレベル分析の結果を表����に示す（標準
化後の推定値のみ記載）．植物苗字，非植物苗字
のどちらにおいても，都道府県をグループ変数
とした場合のマルチレベル分析は安定的な推定
結果が得られなかったため，表から除外してい
る．また，グループ変数間の傾きに変量効果
（ランダム傾き）を含めたモデルもやはり推定
が不可能であったため，今回の結果では切片の
みに変量効果（ランダム切片）が仮定されてい
る．�
�

表��植物苗字の分析結果�

 
 

表6 非植物苗字の分析結果 

 

結果を情報量規準から判断すると，植物・非
植物共にグループ変数に苗字種を採用した場合
の二段階マルチレベル分析が最も適合度が高い
ことが分かった．また，共に �� 世帯数と固定電
話加入率が大きな影響を及ぼしていた．さらに，
植物苗字においては二種類ダミーと作物品種ダ
ミーが負の効果を持つ一方，植生分布が正の効
果を持っていた．�
 なお，植物苗字の「苗字種」をグループとし
た最終モデルについて，説明変数に正規分布と
ポワソン分布を仮定した場合の分析（線形回帰，
ポワソン回帰）も試行したところ（分析結果の
表は割愛），それぞれ情報量規準が �����
��
���
	�������	�	�
�	
となり，やはり負の二項
分 布 を 苗 字 の 軒 数 に 仮 定 す る 場 合
（����������
��
）が最適であることが確かめ
られた．�
 苗字種をグループ変数とした分析結果に基づ
くと，農家率，森林率などは植物苗字に影響を
及ぼさない一方で，植生分布は正の影響を及ぼ
しているという結果となった．今回の分析では
苗字の由来にかかる（媒介変数など）全ての要
因を検証している訳ではないが，植物苗字の分
布は少なくとも植生と何らかの関係性があると
いう示唆が得られた．�
�
５．まとめ�
本論文では，植物名が含まれる苗字（植物苗

字）に着目し，その地域分布について分析した．
��� サイトより収集した上位�万位の苗字データ
を用い，漢字辞典を基に植物苗字の分類を行っ
た．そのうち�����種の植物苗字（	�種の漢字）
を対象とし，非植物苗字との比較も行いながら
統計的傾向を明らかにした．��
 今後の重要な課題としては，まず植物苗字の
分布に影響を及ぼす他の要因を考慮することが
挙げられる．例えば，植物と苗字とを媒介する
有力な中間変数として，（古）地名の影響を考慮
することである．また，今回の分析では，地域
的偏りに関して言及したように，「藤」という漢
字を含むメジャーな苗字に全体の傾向が引きず
られている可能性がある．これを「源平藤橘」
（藤原氏の影響により，「藤-」「-藤」という姓が
多数発生したことが歴史的に知られている）な
どの特殊なグループとしてコントロールできな
いか検討することが必要である．さらに，例え
ば「犬飼」「馬田」といった動物種が入っている
苗字グループとの間で異質な特徴が植物種のみ
で生じるか否かなど，他の語彙的特徴を持つ苗
字グループとの比較も有意義であろう． 
また，統計的手法に関する課題も残る．今回

使用したデータは苗字種（および漢字種）と都
道府県に同時にネストされた変数であるが，そ
の二重のネストを適切に調整したモデル（マル

�����������
 ��������
�漢字種 ��������
�苗字種
����������������� ����������������	�� ������������������

説明変数 � S. E. � S. E. � S. E.
��世帯数 �
��� ��� 

�� �
��
 ��� 

�� �
��	 ��� 

��

固定電話加入率 
��
 � 

�	 
��� ��� 

�� 
��� ��� 

��
農家率 
��� �� 

�� 
��� † 

�� 

�� 

��
森林率 
��� �� 

�� 
��
 �� 

�	 

�� 

��

県庁緯度 
��� �� 

�� 
�
� 

�
 

		 

��
県庁経度 
�
� 

�� 
��
 
�

 �
��� † 

��
県庁標高 �

�
 

�� �


� 

�� �

�� 

�	
���������� �
��� ��� 
�


 �­�� �
��� ��� 
��
 
	�� ��� 

	�
���
���

説明変数 � S. E. � S. E. � S. E.
���世帯数 
	�� ��� 

�� �
�
� ��� 

�� �
��
 ��� 

��

固定電話加入率 
�

 � 

�� 
��� ��� 

�� 
��� ��� 

�	
農家率 
��� �� 

�� 
��� † 

�� 

�	 

��
森林率 
�
� �� 

�� 
�
� �� 

�� 

�� 

��

県庁緯度 
��
 �� 

�� 
��� † 

�� 
��� � 

��
県庁経度 

�� 

�� 

	� 

	� �
��� † 

��
県庁標高 �

�� 

�� 


� 

�� �

�� 

�	
植生分布 
��� ��� 

�� 
��
 † 

�� 
�
� �� 

��

二種類 �
�

 ��� 

�� �
��	 ��� 

�� �

�� �� 

��

作物品種 �
��
 ��� 

�	 �

�� 
�

 �

�� �� 

��
���������� �
�		 ��� 
�
� �
��� ��� 
��� �
�

 ��� 

	�

������­���­��­���� 
		� ��� 

�� 
		� ��� 


�
���
���

��������


����������

���������

���������
�


�

	��
���
�

���
��� �	����

��

�	�	��

��
���	��
���
���
��
���

�	�		�
��� �	���	
��� ������
��

�	���	
	�� �	��
�
��� �����	
���

�����������
 ��������
�苗字種
������������������ ����������������	�

説明変数 � S. E. � S. E.
��世帯数 �

�� ��� 

�
 �

�� ��� 

��

固定電話加入率 

�� � 

�� 
��� ��� 

��
農家率 

�� 

�	 �

�
 � 

�	
森林率 

�� �� 

�� �


� 

��

県庁緯度 

�� 

�� �
��� ��� 

��
県庁経度 

�� 

�� �

�� 

��
県庁標高 

�
 

�
 


� 

��
���������� �
��� ��� 

	�
 �­�� �
��	 ��� 

��
���
���

��������


����������

���������

���������
�


����
��
��	
�������
�	�

���	���
���
���	���
�
�

The Computers and the Humanities Symposium. Dec. 2018 「人文科学とコンピュータシンポジウム」2018 年 12 月

©2018 Information Processing Society of Japan

－ 44 － － 45 －



 

チレベルモデルの拡張版，あるいは全く別系統
の分析手法）が可能か検証することも必要であ
ろう． 
�
�
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